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獅　課題・仮説・分析対象

　葭長壷接公選譲は、占領改革の遜穫でG琶Qが憲法改鑑草案の一条項として

提案し・憲濃縮飴法によって課齢奴、戦後鍵加齢緩畷掴

縫紘つた・しかしその後・雨季張鍛接公選凝ち脚、購酸公選

譲渡翫紛は・ig継三を気瞬嘆であ読掛糠て納、エ鰯鰍臆、

縫曝の騰磯働灘欄越せ彫で磯轄齢が醗嘱罫学
期なかで公然と提起されっ鱒た。っ麟、i鰯鰍1翻事公選隷とって

試練磯代と隷ている“茎1・また、齪が矯公選罐雌総崩1こ翻し、

そ縫乱て勧政潟そ徴醜かで／空襲腰求を実勢懸睦擁護すること

に努加てきたか・と騒を越してみると、その打続とが磯紘読

撮・ようやく欝7簿緬革新矢麟の艇での麟澗題へ鎌ま癒鵬覗とで
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あろう。欝欝無代は、霧墾革新自治体が中央政府の統舗と苦絶したこと・自治

体労鐡縫合を中心とした地方霞治擁護運動などの経験はあるものの／2㌧総体と

しては、中央政府による反動的および現代的集権建・財政再建策の強行と地方

磨治体のそれへの醸従の時代であったと考えられている。つま鯵、住民霞治政

縫の甕立という意味では地方政治の不在の時代であ翻3＼また知事選挙と県政

という点では「保守系無訴属の全盛鰯」「官選知事がなお勢力を保ち、戦鵡の

影を色濃く弓1きずっていた時簸」鱗というのが、従来の地方察治史醗究の理解

であった。このように、i弱§年代の梁自治が講度的にも運醗的にも蟹難な状態

にあったことは縫かだが、このような従来の地方自治醗究に繁しては、行財政

鰹痩麟究鱗重で政治遜程の展開が地方自治に果した役割に着羅していない、ま

た戦羨との連続性や後進牲を強課した集権舗と農村政治社会の理解が支配的で、

戦後地方自治麟の採照の結果地方自治が発達してきた灘懸を軽擬しているとい

う1嘘総鍛1夫の重琵…総が存春三する麟。

　本論文は、この樽穣の幾判をうけとめて、茎9灘年代の中央政府あるいは前職

与党知事（漁）に対航した社会党・野党連合知事の当選という抵銃・反発型の

知事選挙に着§し、その選挙政治過程を地方政治の実際に即して分析すること

で、そこに地方自治の発達の鱗癒（知事公選舗の定着）と、それを可能にした

敢治遜程の活発化の灘懸（地域圧力懇捧政治の緩購と争点型選挙の成立）を箆

虚し、その意義を醗らかにすることを目的としているQ

　知事公選は欝47犀から実施されたが、当時の知事にはF一国一城の圭」的感

覚や羅官選難事つまり天皇と蟹家の代理人であり地方に対する中央の権力と権

威の象籔というイメージが重曝していたとされる／§㌧そして、前遜のように

欝欝年代の霧彗度一ヒの試練の時代をへて、知事公選麟が一感定着したのは、欝総

年代の中葉であったとされているが、そこでの定着鍵由については、自民党・

保守系知事の多選＝安定を維持するためという党派的理由や、地域開発の進震

1こよる公選知事の毒購轡行政に対する影響力の増大が市1町村からの察廃止講を

擁翻したという縫方政府霞関係の理由が捲摘されている！マ1。しかし、難事公選
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凝を建i着させる契機は、住民や地方政治の内部つまり知事選挙自身のなかから

成立しなかったのだろうか。欝5§無代の知事選挙、とりわ謬与党と野党連合と

の対決型の選挙を通じて、難事官選譲や多選挺判・繰上げ選挙幾判を克織し、

公選知事は桑貌の政治代表であるという意識や、その選任は桑貌§身の意思が

尊重されるべきであるという考え方が、地方政治縫会に定着していったのでは

ないか、というのが本論文の仮議である。

　地方、欝欝奪代は、前半は中央レベルでも政党が離合集散をくりかえし、後

半は中小企業政治連鷺や全覆農政連盟という彩で綜中鷺緩を基盤とした部分窟

益遍求のための全国的窪力毯体が結成されようとした時覇であり！愚1、また、労

働総合の成長を背景にして娃会党の得票率が戦後のピークを記録した時鞘でも

あった。つまり、保守政党の地域的基盤が薬毒でも農耕でも未確立で、流動的

な政治状溌がつづいていたのに換えて、農協・商工会・労総などの圧力懇体が

活発な利益活動を展麗し始めた時艱であった騒。そして、知事選挙は一方で、

安全保縫・憲法問題という中央レベルの保守と革新の薫立からは独§の地方の

課題（地域振興）をめぐって展露される可能性が大きく、縫方で知事選挙は、

広域で独任の政治代表を選鐵するという条件によって、浮動票が多くなり、金

棒的な桑政課題をめぐる争点選挙となりやすい。また、講じ理由から、猴補者

の選考難やそれをめぐる政党の分裂が生じやすく、その場合各政治勢力の手法

や内部事情が殿在免し、その政治スタイルが選挙の争点となることもある。こ

のような争点型の知事選挙では、地方議糞選挙や衆議院議員選挙が狭域の地

元・纒磯瀦益にもとづく地盤型選挙となって露定的であるのに帰して、既存の

政党と慈体の支持縫係に変化が生じたり、地盤が機能不全を趨こしてしまい、

選挙が争点に対する住民投票の機能を果すことになる。本論文が韓象とした社

会党・野党連合緩補当選の難事選挙は、雛成政党の粋にはまらない圧力懇体政

治の展騨事鱗かっ争点型選挙の初鞘事衝であったのではないかというのが、も

う一つの本譲文の仮説である。

　欝騎年代も、そして今欝でも、難事選挙の過半を凝覇しているのは、形式無
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所麟で実質政府与党の行政官痩身者である。かって大島太郎1ま、欝灘奪代の知

事選挙の実態をふまえて、保守系官僚が有利な蓬密を三つ擁挙していた。つま

り、i）広域選挙麩のため、当選には多くの懇捧の推薦を必要とし、その纏織

力・資金力に敏擁した選挙休講をつくらなければならない、また浮動票の取り

込みが必要であるという選挙技術士の開題。2）察は蟹政委任事務を執行する

露の鐵先機麗的性賂が強く、露から騒力を受けるので、蟹に顔が効く者がよい

とされる中央一地方関係の幾題．3）首長に党派性よりも「公平性」「中立性」

を求める住民意識の問題、である麟。混乱や番狂わせのない霞常型の知事選挙

を支醒しているものは、このような要素であり、選挙は政党や塗体の力比べと

なって保守系が圧勝することになる。しかし、上記の政党一圧力懇体支持闘係

の流動型、かっ政策・手法争点型という葬霞常型の難事選挙は、無摂してよい

少数の例外ではなく、むしろ欝欝型では事醜の躾補者講整の遍程で隠蔽されて

しまう祭政の課題や県政界の内構、県政と住民の弱係を、繋民のまえに鑛在化

させるものであり、我々が地域にとってのその時代の意殊を窺い知ることがで

きる地方政治の窓である。

　本論文では、鮭会党推薦の知事と野党連合（保守野党・保守葬自蔑部分＋社

会党）推薦の知事をあわせて、琶会党・野党連合知事と呼称している醜。欝凝

集当選の社会党難事（髭海道、長野、徳島、福岡）と欝5青年の京蕎の蟻鱗虎三

は、当選の背景（片山中道内閣成立直繭という政治精勢）やその後の経過（革

新系として三選、多選を達成した）が異なるので、分析対象から捨象した。そ

の後、欝総奪代から69年代羨半に登場した社会党知事は、多くの場合、一部の

保守勢力からの支持・爆栗によって当選しているので、縫会党知事と野党連合

知事の選挙過程は、共通性が強いと考える。第i懇と第5獲の統一地方選挙の

懸つまりi§娼年からi弱2葎までに知事選挙は合計i5§懇実施され、そのなかで

縫会党知事は欝人、野党連合難事は鯵人誕生している。そのうち本論文では宮

城、山影、福羅の三鼎の知事選挙に分析の重点を置いているが、これらの東北

地方の農業桑と比較する目的で西爾地方の工業化県（岡山、大分、三重）をも
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補建的な分析蝿象とした。

　鯵5§年代の地域開発は、匿圭総合縫発法にもとづく特定地域麗発計画と各県

独自の企業誘致・工業地帯形成という二つの柱によって推進された。しかし、

当初特定地域閉発酵薩の中心と考えられた東北地方（跳上の防災・湾鱗雛発、

只見の電源瞬発、購仁張沢と最一との食糧増産が欝簸年に地籔蚤定〉では、地域

振興の効果があがらず、東訛振興要求を背景に改めて欝§7奪、東跳雛発促進法

が鱗定されるに至っていた。後に、特定地域窮発は「結縄、電源鎗発促進のた

めに後進地域の向上意欲や後進性騰裁の悲額がていよく利霧されたにすぎな

いゴ磐と評懸された。地方、千葉、三重、岡毒（つづいて大分、茨城など）で

は、票当馬と中央・地元経済界によって欝憩年代に臨海重化学工業地帯が形成

されていったが騒、これらの桑の工業化政策は、いずれも当初祇会党・野党連

合で当選した難事によって推進されている。

　以上のように対象を設定したうえで、さらに農政の変イとに着目して蒔難を区

分し、各藝分に対象地域を畿列して、第i童吉靉靆麹党内閣窮、第2章鳩山民

主党内靉靆、第3章嚢密買主党政権窃難という章劉編成を採羅したαそして、

欝欝年代の特騒が継続したものとみて、欝63隼の岩手察知事選挙を遽撫した。

このように、瑞象を広く設定した意纒は、次項で述べるように、この型の知事

選挙が地域麗発・工業化の進展度や指導権、農政の変化に綬定されていたと患

われること、それにもかかわらず、従来の実証的醗究が乏しく、比較と総合が

必要であると考えたからである。

瞬　藻羅騰「過疎と遍密の政治行政」総5無体凝の影戯と醗壊2岩援書店、鯵簿奪

麟　京翻購政醗究会『戦後における京都海政の歩み』汐文社、欝73葎　騰海正泰

　ζ戦後自治体改革史藷日本評講社、欝82隼　鑑藤俊一r臓後難の地方§治虚緑憲

　墨版、雄蕊葎、などを参照

麟　新藤宗幸罫行政改革と現代政治杢審波書店、婚86年、34ページ

韓｝石舞1嚢1澄罫戦後政治構造受遺霧本評論被、欝？8隼、2§3ベージ

鰯　栂秘簸夫「戦後蓉本の地方政治」建立思夫縁か罫遷代政治と地方霞治曇鳶鱈
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　堂、欝得隼　購「地方省治邊譲のもう一つの可能性」艶治砺究ま第欝拳第7号、

　欝蹄隼　騒罫縫方§治墨東京大学量販会、懲懸隼、銘ページ。材総叢夫の、ヒ記

　のような問題提莚と同様の醗究史幾判の立場から、主に雄鶏～8む奪代に知事の

　経獲が富濠乾したことの饗密を、伝統的地方自治観の復活・連続といった政治

文花レベルや、中央集懸ヒ碁毎た行政レベルの悶葱こ求めるのではなく、憲

　渓覚桑連肉叢三の鰻補選妓遜程に》舞めた醗究として、片鶴1正騒召の『矢暮箏！職をめぐ

　る宮擦と政治家護（木鐸社、欝襲年）がある。片岡は、農蔓党躾補の決定を選考

　煮（県連〉と緩補者との爾奮から検討して、選考煮灘の条件よりも鰻補者灘の

　条件が要霞としてより重要であると主張している。そして、片韓の説聡は、政

　治家は戦蕾のような名望家的資産を喪失した、後援会が知事への転身より国会

　での連続当選を要求した、馨幾党議員の大器就任の可能性が増大した、などの

　理由で、知事選への串馬決意を擁舗されるようになった。それに鰐し、富藻は

　天下鯵による経慶の地方姥が地方政界での影響力を拡大させ、知事躾補に擁立

　される機会を塔撫させた。というものである。片鱗の藩究と繋達して、本譲文

　では、第iに藪戻党の短事蟹i補選抜システム海瀬窪立される以壽彗の、　嚢虫党　（→

　農民党）と社会党・野党連合躾蕪の選考遍程を検討する。第2に富礫か政治家

　かという経歴の問題ではなく、それを含めた躾補選考を深部で幾定したものは、

　祭政健域鵜発、雅致、農政〉の評纒と課題への嬉嬉のしかたであったという

　立場をとる。

（麟　姓藤俊一前握書（欝8韓8§ページ

鱗　小穂醗亮「惣事多選禁虻問題」ぎ地方嚢治壽第欝9号、欝麟葎§月　鳴海表掲

　書（i繋2〉i43ページ

麟　空井護「自費党支蕗冠体簿1下の農戻政党結成運動」髭岡捧一ほか『戦争・復興・

　発展譲東京大学出版会、2§総鐸

麟富麟隆次r蕊年鯵舗成立難憂）都市と農軽（一〉」千葉大学ζ法学譲葉遜第9拳

　第2讐、難弱葬

麟　大島太鶴隣治鯵政治の構造」『懇懇藷第443号、欝駁年5月　のちにゼ宮鐘

　騒家と地方自治遜未来社、欝醗奪、甑叡

麟　第2章であつかう鷹出戻主党内懸期は、民主党が中央与党、嚢詣党が野党に

　転換しているので、現職知事（轡毒達雄〉が鬱鬱党で新入（安孫子藤糞）が艮

　主・縫合連合の場台（由影銀）は、新人は中央で準与党、祭政で野党となる。

麟　鑑藤竺「特定地域開発の展開遜程」迂濤鴫縞ゼ現代行政の饗譲と現実遜嚢華

一6一



欝欝罪代の短事選挙（窮月竣洋）

　書弱、懲懲年、2護δページ

鰭　宮鋳壼康「地域醗発政策」中村隆英編r過渡期としての欝騰年代選東京大学

　鵠叛会、婚97隼

⑳　醗　究　史

　欝灘年代の社会党・野党連合知事の選挙と繋政は、総体としては従来どのよ

うに理解されてきただろうか。この塗の知事は、ほとんどが再選の時点で保守

化・与党免し、あるいは落選してしまったので、革新性という矯準からみた場

合、臆弱かっ一時的なものと肇継琴され、その評纒は懸かった鐵。次に、この型

の選挙は、戦後保守政治の地域的基盤の変化というテーマの麟究のなかで言及

されていた。つまむ、この知事選挙は、保守党政治が欝灘年代に紆余懸新を経

ながら地方的層益を自己の内部に抱摂し、補覇金と地域馨発による利益政治を

確立していく過程での中央と地方の矛盾の表現と遅解されてきた。まず、升秣

準之輔は、知事選挙を塵接分析したわけではないが、すでに欝灘奪代の当時か

ら、地方致治と中央一地方麗係の政治遍程の変容に着目していた⑫。升味は、

i｛矩（｝年代善こ、　i）地方致を台家の資樫｝（地盤）　が伝統的名望家であることから地

元への科益還流能力に変化したこと、2〉地方から中央への商益実璽をめざし

た蓬力政治（練薦）が中央政治とその政策遍程を変容させていること、3）地

方交付税率の横上げや知事公選凝をめぐって地方毯体と中央政財界との韓立が

顕在銘したこと、を明らかにしている．そこでは、利益政治において、麹益へ

の敏存曙劉建は不穏益への抵抗・反発と表裏一体のものと躍解されていた。青

木誓夫・右翼彰一・は、これを翼鯵的に鮨接し、欝瀦年代の諮半を中央政府と地

方窪治体の緊張・対立が激化した時嬉であったとしている。そして、その要露

として、地方財政の赤字霧題に灘えて、欝硲～52奪に薙遵癖繋で社会党や野党

連合の知事が当選していることに着目した131。しかし、その選挙過程は「地方

政翼の混沌状態語「地方政界は中央統麟が進まず、独窪牲の余地が大きかった」
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行政社、会論集　第欝巻　第3号

と述べられているにとどまり、その混沌や独自性の内容、吉雷内閣の財政経済

政策と難事選挙での争点の関連などについての実証分析1ま残された課題である。

欝騒奪末から灘年透目にかけての鳩出戻主党内霞擁難にも、社会党・野党連合

知事が続鐡しているが、総合的評懸を下している醗究捻ないようである。これ

について、新聞鞍遵では、吉田内藩総辞職嚢後の政界麟新的気運の反鞭、地方

財政再建と三選の薄否、保守合矯にむけての童導権争い、などが難事選挙に影

響したと指摘されていた。

　農協・農政醗究のなかでも、この型の選挙について述べられている。綿蟹、

懇讐、石覆によれば、欝弱奪代後半は、自民寛政癖の「合理乾農政聾「安上り

農政」に抵貌するr農戻政治力結集運動」が農村諸繋で展開され、その代表的

事件として農織を基盤とする野党系知事が椿次いで串現したことが確認でき

る！灘。とりわけ、石蟹雄は石綿と茨城の知事選挙にもとづいて、農協系候補が

現職与党候補を退けて当選できた条件として、i）保守分裂、2）選挙での農

協綴織の霧雪、に潴えて、3）農韓1こおける疎外感の結集（政府の農致の後退、

工業重税の地域聡発、實僚支醗による地方行政合理建への不安と反発〉という

興稼深い要遜を指摘していだ51．

　これに閣達して、通年欝灘年代の保守政治と農政について、対立する挽鶏か

ら新しい醗究が登場してきた。纒渡展洋は、自由主義経済と多発主義致治がな

ぜ戦後蔭本畢こ成立しなかったのかという閣心から、　ドッジプランが羅本経済の

自由童義建をめざしながら、農業部分から強い反発をまねいたため、かえって

農醤を地盤にしょうとする保守党によって、食糧管理鱗度の維持、農協の再

建・保護、補助金農政などの形で、白磁主義経済の放棄と客擦主導政治をもた

らしてしまったと述べている幡1。また、麺渡1ま、農蔑の内競・政権党支持率は

露総年ごろまで低いことと、農雛が野党議員も動員できたことが条件となって、

欝欝無代の農政は自由主義と保護主義の闘で動揺しつづけたことを捲養した。

　逆に、渡辺治と進藤兵は、新しい福祉社会の公共性のなかに農業・農樗を鏡

置づけ直そうという立場から、欝欝駕代の地域保守曝や農致の動自をある程度
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簿灘隼代の知事選挙（環刀竣洋）

まで評慰している。進藤は、欝54奪までの「保護農政」難の農業闘係機鷺委任

事務をr磁掴家翻と縦して言瓢する一方、保守党議員と繊保守曝が・

i鶉§無代の復古型集権化を挫折させた地方醤三1治擁護運動の麺い手であったと述

べている。そして、媛らの勤覇を基盤に欝懸隼代脈藤こ蕨宣した鱒発主義の集

概轟騒、懸纒撚慧では頓・が、騨耀方諺始分一形懸であったと主張して

いる絡。羅様に、渡辺治は新保護農政」（補號金と特殊地帯振興法）の祇会政

策麟平等雛1に注馨して、それをi藩作農！本籍維持のための穗絨毯家的、大衆鮭会

鎌倉で励、圭㈱鰍購膿榊溢礁の黙簗あっ妊縦し轡・こ
れらの保守政治と農政の癖究をふまえると、保守党政権裟よる大翻毒・大企

業唾化学蝶イ緩先の暴轍織斉政策1ま、董嚇解糖慰て・農業県での保守

党嬢の安定をはばんでいたので麟、その難糞表現が、絵党贋党連合

知事の続出であったと推定できる。

ig5簿代の轡の矢麟選挙については、まず以下のように、選挙籔後の勢崔

銀器が雑誌記事として残されている。

水下鋭「知事選三題（千葉〉」ゼ選挙遜第4養第2号・欝溌奪2月

津吉英男「地方選挙を機観する一知事選を中心とする一」ゼ選挙遜第4巻第5

　暦、｝9議葺三5∫≡1

「激職の知事選を翻って一選挙凝渡徴魑一」ζ選挙違第4巻第6号、欝欝奪§

　燵

大本操「高知漿難事選挙観戦記」ゼ選挙邊第5巻第2号、簿52隼2月

覆轡常喜「難事選挙結果（蕪饗、1二三重、大叛）」ゼ選挙塞第8巻第5号、欝誘奪

　5薄
京都府政記者クラブ詑蓄「京畿府知事選挙の籍額」搾選挙遜第盤巻第5号、鰺§8

　年5舞

鶴麟善嚢「福麟難事選の意琴来するもの」ゼ中央公論垂簾74養第8筆｝、玉｛蔦9奪三6肩

　　　　　　　　　　　　　　　一管一



　　　　　　　　　　　行政社会論集第i3巻第3号

久手耀勝治「第4護統一地方選挙の実態一能海道の場合」ゼ翻幕閣題壌第鎗巻

　第8号、欝欝年8月

蓉溺清治「大薮晦難事・毒長選挙の実態」ζ都毒問題遜第欝拳第8号、欝59隼

　8月

螺綺談「地方選挙の実態一纏緯桑の場合3酊躯薦翼題選第灘巻第8讐、！懸9隼

　8月

屠島保農「埼玉繋知事選挙を燐みて」置選挙遜第鰺巻第8号、欝欝隼8月

櫨正夫ε三分の一の壁の内と外心欝馬県知事選をみつめて」ゼ轡界雲叢i78号、

　欝総隼憩月

　次に、知事選挙に書及する形で欝59年代の府繋政を分析した醗究論文は、完

全な検索が薩難であったが、管見の縷むでは次のようなものがある。

《高知》

京極純一郵愛代獲本にお毒ナる政治的行動様式」置懸想邊ig52隼9・i§・i2月号

　　のちに講置政治意識の分析書案京大学鐵販会、欝総奪、駈較

《福岡》

鶴鋳譲ほか「革新繋放下における地方政治と圧力集懸」製本の獲力縫体選9

　本政治学会尊報、岩波書懇、欝6§年

《秋欝》

遜嚢富久治「祭政・党諏・インタレスト涯明治大学監政経講叢雲第総巻第5号、

　第謎巻第i号、ig6卜62年

《石舞1》

蟹嚢富久治「現代8本の地方政治と地方選挙」瞬治大学蓼政経論叢選第32巻第

　2号、欝63庫

《千葉》

大原光憲・積出桂次ゼ産業琶会と政治過穫藷蔭本評論社、欝65年

東京大学社会群学醗究漸ゼ京葉地帯における工業化と都南｛雛東京大学鐵叛会、

　　　　　　　　　　　　　　　一！§一



欝講葎代の知事選挙（窮月俊洋）

　欝65奪

升辣準之勘『理代馨本の政治体麟垂岩波書癖、欝総年

俸藤隆霧雲糖類の致治濃1至癖1出版社、欝83年、第7童

中村政弘「戦後千葉桑議会の動向」千葉歴史学会『干葉県近現代の政治と社

　会藻岩懸書院、欝9？年

窮麟隆次r開発計画・工業化と地方政治」菱濁簿一ほか匿戦争・復興・発展遷

　東一京大学鐵販会、臆§O年

《大飯》

撫簾甥肋ンビナ一能書肺政治」宮本憲一編験者締とコンビナート・大

　陵2筑摩書房、露77年　のちにゼ霞本型政治システム蓋有斐閣、ig§3年、藪

　収

《富齢

大谷醗夫「地域開発計薩と酷級扇蟹涯橿鳥大学経済学会ζ蓉学論集遍第総巻第

　3号、欝82年

《山梨》

有髪貞夫駿g灘年代の公選知事の政治的環境」窪東京商船大学醗究鞍告（人文

　繕学雇第離弩、欝鱒年

　《三重》

平野孝r高度成長と自民党成長政治の形成」田嚢富久治編置講座現代の政治学

　躍青本書痙、欝94奪　同ゼ菜の葛の海辺から（上）霧中覚評伝匪法律文化

　桂、ig留年

　《新潟》

新燐敏光「新潟藥における縫発饗政治の形成雲新潟大学匿法政理論選第解巻第

　3・透号・、欝95年

　《愛媛》

萌出繁一「中進察における地方政治の駿聡注置現代政治と地方政治過程遺晃洋

　書震、欝欝奪、第6章、醜叡
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鴛致社会論集　第王3巻　第3号

　これらの論文のなかでは、有象譲文が露鋒零代の知事選挙の諸条件について、

最も包琶的1こ論点を蓬蓬している騒。矢嚢事選挙を主1要な分析女話象としたものは、

京極論文（欝鎗）と鐙羅論文（婚63）の二つだけであり、その飽は地蟻麗発と

知事選挙・知事の弓一ダーシップを課題としたものがほとんどである。

　京極譲文は、与野党対決型となった欝欝年鴛月の轟知繋知事選挙を分析した

もので、ここでは、現職の醜井塵美（§由党、丙務官僚出身）に元知事の瞬緯

秘嘉治（蔑主・社会連合、農業報毯連盟理事）が雛戦して、繕緯が当選してい

る。京極によれば、高知桑は当時自由党の地盤であり吉騰善帽と林譲治衆議院

議長の地元であったこと、講和会議後最初の選挙でその蓬莱が購われたことに

より、醜井濠はこの選挙を政騎・致党・政策選撰の機会と位置づけヂ自賠党内

麟には轟蜜党の知事を」と訴えた。そして、外交（講和の絞粟）とともに中央

財政からの支援と中央企業の誘致による高知の工業逓代化をアピールした。と

ころが、県民の多くは、そのような跳井派の中夷藏結の主張にむしろ心蓬的蔽

界感をいだき、地元産業の振興をとなえる農政通の鱗轡を支持したという。京

極は、この選挙を競走したものは、上記のような政党地盤や開発政策であるよ

りもむしろ、饒補者の人麹・評判と運嚢のあり方であったとみていた。桃井諏

が「憲僚的頑露墾」の候補を白露党系の霧轡有力者秩序に依存して集票しよう

としたのに対して、湧韓派は、「庶民的な一一家の父」イメージの躾補を、農村

青年琶1体や漿教緩のメガホン縁が宣伝し、人気投票の形で浮動票も駁殺し勝利

したと捲撫している。京纒は、政党地盤とは逆の結果となった理密を、保守政

党の地盤を支える町村有力者騒が政党本位でなく人物本位で繧補者を支持する

という、政党緩織一構造と搬：票行動の浮i勤桑窪に求めた。

　縫方、鑓鑓論文は採守分裂璽となった欝63年2月の石繕県知事選挙を分析し

たもので、ここでは、現職（懇谷充実）滋の後継者である中西陽一（翻知事、

自艮党）が元無事（笑野麹喜夫〉濠の走井登（金沢肇長、元謝知事、無醗羅で

露畏葬主流と被会・民娃の支持〉を退けて初当選している。遜譲は、この選挙

を燈定したものは、一つは中央と地方を通じた保守政治家の滋鱒と地盤（強轟

～i2一



緯瀦隼代の知事選挙（窮月俊洋）

な後援会縫鋤の灘鞍魏、もう一つは、その韻として■難レ慰麟発

をめぐる外駆資本（三熱弄滋〉と堪三ラt資本（申藤沢）の㌻薯導権争いがあったこと

であったと毒擁している。

　以上1のような先行磯究の蓄積状溌では、保守分裂・賢覧連合鱗雲1麺）条件を地

域差や時難の変化を織り込んで確定できる段踏でぱなく、全蟹的かっ欝5§寧歳

全体にわたる知事選挙の見取り醒を作成することは癒難である。京極、懸譲薩

論文の方法を継承して、第i童以下の実証分損をすすめる麟に、i§灘年代の簿

事選挙について統計的特徴を概観しておく。

（董｝中醗之艶方藏紛はなし轟躰鎌社、i鰻玖麟～難ページ購
　罫韓本の地方自治虚窪治｛本巻葺1究社、i鱒7隼、23iページ

轡　升殊準之輔「政治過程の変貌」馨義裁編置霧代羅本の政治過程壽岩波書店・

　ig蓉8隼、3i7～38εページ

131毒水哲夫・古懸彰一rサンフランシスコ鉢麟下の政治曇『講甕警本竪史生蟻東

　京大学串版金、雄85年

鱒　締貫譲治r農敢活動繕織としての農業鵬羅総合」薦ゼ露本の政治社会選東京

　大学鐵版会、欝欝奪、浜唄　羨難富久冶「戦後農政の決定過程と農政運動」藏

　罫社会集羅の政治機能誰未来被、欝総奪、湧収　石羅雄r農政をめぐる覇益諸集

　懸の機能」鶴ゼ現代政治の綾織と象厳垂みすず書虜・欝欝隼・蔭叡

（撃　石墨縫揚叢、2奪2ページ

麟　麺渡展洋ゼ鞍後蕪本の市場と政治虚第4章、藁京大学識蔽会、緯劔奪

／71進藤兵「地方自治と革新霞治鉢」渡辺治編翼翼代襲本社会論蓋旬鞍縫・欝弱

　隼、98ページ　嗣「地方分権改革と§治捧運嚢」ギ講座翼我蠧毒4壽大月書店、

　i§弱年

織綾週令職業耀政綱葺嫉濃季も登モグラシー蠣駿再蟹8本経濡事

　譲縫、i弱8駕

曝　本譲文では取り、ヒげないが、地方購政、難球器発、農致に簾えて、野党連合短

　事が再選・三選される条件として米軍基地霧題と教員の銚務評定簡題への蛇毒

　があったことがわかる。
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行政社会譲葉　第捻誉　第3号

麟　知事選挙の榎観

　無事選挙が中央政党によって系統的に取鯵緩まれ重視されるようになるのは、

第5懇統一地方選挙が実施された欝総年前後からである．安保震争を経験して、

自民党は地方繧織遷代化の課題に直面し、娃会党は地域最主主義の開題が提起

されていた．工§62隼9薄、両党は各々地方選挙対策本薬を新設して、地方選挙

を地方まかせにせず、候補の公認麟を採清し、知事を含めて本部が緩補を決定

し選挙運動資金を援勘する方舞をたてた態。換言すれば、欝灘年代の知事選挙

は、中央政治の保守蝿輩新の譲響からはずれた地方独蔭の譲選で震聡される可

能性が、より多く存在したといえる。ところが、知事選挙に対するマスコミや

麟究者の注目・分析は、匿都清総懸遜、ゼ中央公論謹、ゼ選挙雌誌上に統爵的ある

いは現地報告的記事・譲文として残されているが、髭海道、棄票、大飯、福岡

という保守と革新の鰐決型で中央政治にとって重役された知事選挙が統一地方

選挙に一貫して残ったためということもあり、どうしても統一地方選挙を対象

とした中央政治の観点で分析したものにな蔭がちであった。それで、すでに過

辛に達していた葬統一の選挙は漣目されず、保革対淡型以外の選挙は、激戦と

な鯵あるいは蛋狂わせがおきても、一罎限りの地方的な事件とみなされて重視

されなかったように思われる。しかし、葬統一を含めて、自治庁選挙局謬選挙

隼鑑遜、全蟹都道府察選挙管覆委員会ζ選挙選や全撰紙の縮麟版で欝鎗年代の

知事選挙を灘観し、候補者の経廃を『§本の歴代知事選や各県の繋戻百科事典

などで調べてみると、従来着醤されず、その意味も検討されてこなかった次の

ような季寺籔力藻窪轟轟できる。

　i）現職の知事候補が相次いで落選したこと

　2）態考（よそもの）の元宮選知事から県人・庁内墨身知事へと知事の経歴

　　が変化したこと

　3）統一地方選挙での同弩知事選挙が減少し繰上げ選挙が多かったこと
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4）農業県で社会党・野党連合知事候補の当選が続鐵したこと

5）与野党婦決型の選挙が投票率と競争度を押し上げて、有権者の閣心を高

　めたこと

6）そして、これは従来から捲摘されていることであるが・社会党・野党連

合購の与党化保守イし落選をへて、i蜘馴揃半に蘇守系覆轍藤

　優勢の選挙が多くなったこと、である。

　嘩）現職の落選

　欝欝隼代の難事選挙の特鍛は、新人候補の当選率が高かったことであるが、

従来、その新人進鐵の理由は、公職追敏解除による潜窟檬・政治家の復活や懇

魚鱗紛磁によ礎方政矯編成1諌められ臥その指撫ま・鵬§奪代磯

事選挙が古い体質をもつ保守政治家の権力貌争慣政争型であるという攣解と結

びついていた。しかし、第一に、追敏解除直後に知事に当選した者は透人（鰻

補となり落選した者は4人）にとどまり／3／、追放解除後、しばらく蟹会議員な

どの公職についた後に知事に当選した者も透人に鰻られるから縫㌧戦前・戦中

派の官籐・政治家が欝欝年代の知事に多く進謁したとはいえない。むしろ、

欝欝年代の新人知事は、追敏解除継ではなく、欝耀年以降に蟹会議員や翻知事

の職についた戦後派の人々が多かった。

　款、第コこ、矢藤選挙で保守勢力が分裂した場合、それが権力瀞の縷癒

をもつのはi働難燦鰻つたことではなく、むしろ、その獅鋒代の特嵐ま・

それが単なる政争型でなく、それまでの知事や梨政に講ずる畿判型あるいは麟

新型であった点に求められる。表iで瞬らかなように、1§総罪代の難事選挙の

特籔は、単に新人の当選が多かったことではなく、新人が現職を退けて当選し

たことであり、ig総年代以降になると、現職の落選は急減した。現職の落選は、

単1敏争の激しさの慰であるだけでなく、従来の｛麟的な政淑メ｝ジとは

逆に、繋民が現職の知事を幾覇し、桑政の麟新を強く求めていたことを明示し

ているのではないか。さらに、新人が現職を蕎倒した選挙の政党推薦パターン

　　　　　　　　　　　　　　　　一驚一
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表薔　現職の落選

時　　窮　i選挙数i新入当選i獲職落選i a 暮

i襲8～5馨隼…　ii

i鶉i～5逢　　　　駐

欝欝～認　　　　　響

欝欝～縫　　　　　47

欝§3～総　　　　懇

彗
仰
ぎ
雌
．
§
i

望
－
繋
一
思
圭
i

a
》
2
茎
8
“
乙

　
工
i

《
り
§
7
2
｝

　
圭

a．社会党・野党連合の新人に激震た菱織躾補

難．落選した龍宮選知事の現職躾蕪

を調べると、自由党（馨罠党）の与党現職に対して、社会党・野党連合の新人

が挑戦し騰籍した事鋼が欝欝隼から欝葎の臨に欝弼に達した。縫方、霧蒔難に

落選した愛職難事のなかでは、元官選知事が欝人にのぼり、さらにその欝人の

うち欝人までが被会党・野党連合の新人に敗れていだ5／。第i睡統一地方選挙

で大量当選した元宮選知事は、一部は参議院に追い出される形で、多くは欝懇

無代なかばの選挙で、桑浅の支持を失って急速に退場していったことが推定で

きる。

　2〉漿人知事・庁内知事

　欝邸奪の第i墾統一地方選挙では、韓人の窟選知事経験者が立候補して、28

人が知事に当選した。しかし、そのなかで三選以．と当選して玉鶉§年代の渠政を

撲当しつづけることができたのは安善誠一一郎（東京）、内議岩太郎（神奈鱗）、

友家洋次（茨城）、桜井三藤（熊本うの4人だけであった．なぜ元官選知事は

学期に退場していったのだろうか。

　霧選嫌事経験者のほとんどは、公選された禁にとっては弛藥人であり、その

鰭外1ま露誓二（霜露〉と柴野秘嚢夫（石綿）の2人だけで、その漿での地方行

政の経験も人艦も選挙地盤もなかった繊。また、被らは敗戦時の難事が公職追

放や躾新人事によって総退陣したあとに、匙察の辮長や中央各省の課長（そし

　　　　　　　　　　　　　　　一驚一



欝欝隼代の知事選挙（甥■刀俊洋）

て…融讃謝、）から雛繋れて矢藤に！輪された4臓灘麺鰹官僚であっ

て、知事経験は一年程度にすぎず、披らは、地方政界が中央政府への顔役とし

て鵬するほどの、大葉嬉僚ではなかった駕献、当時礎翻査では・戦

蕪紳鋸僚輪！へ瞬発から、窟馳身矢陣麟の劫汰きかつた・っ斡・

妓ら官選難事の多くは、内務省の縫方統鰯力を捧瑳して、あるいは鱈人の行政

手纏を縫方政騨から轟く評纒されて知事候補に擁立されたのではなく、地方保

守政界解拷鱗が公職愚女縁藤選挙と購に実施され堰政選挙に鑛し

たため、美癬選挙に立嚥飢なかった場合に、地方保守政獅破らを一驚のつ

な鍛として擁立し、謎か訟選へ模すべ礎歌紛といえる醜したが

って、内務省に官選難事を当選させようとする意遜があったことは確かであろ

うが、「繭・滝官選知事の当選は内務窟僚たちが糞虫・進歩両党を背景に自ら

鵜還へ撃つ錨て、失壌復蠣鰹づく睦縦な枕結果」1纏いう

評懸や、光官選難事の大鍛当選を「戦羨の地方長官の力の大きさを表わし

た騨ものとする従来の評懸は、知事繧補の擁立・選慈とその後の繋政運営の

実論究によって再検言捻れなけ櫨な醜い。元腿候嫁ま・麗簿の矢蕗

選挙で主に社会鱈麟（i駄）やもう…人の富選舗（駄〉と闘って騰った

のであり、畏主・墜慈嚢保守党の連合躾補に対親して当選した者は一…人もいな

かった。逆に、落選した元宮選鰻補鎗人は、地元の政治家や財界人かもう…人

の官選／舗と対決して数れていた．そして、i働矯趨なると雄方政弊に一

時的つなぎ役として雛がれていた元宮選難事は、縫方改葬にとって本命の官擦

や地元政治家の登場によって交替（綴退、参議院への転串、落選）を余儀なく

されていった。知事職1ま、発官選知事の大量当選にもかかわらず、茎鱗？隼の公

選凝導入によって中央派遣の籍政窟から、地方政界から擁立される政治家へと

転換していた．そして、さ砿i鰍・5轟蜘事選挙での彼棺選果陣縁者

腿圭雛、寮齢綜の螺輪耀方政淑こ隷・て終了して硫ことを墾示するも

のだった。

　欝欝無代の矯事の経歴を調べてみれば、27人の官僚趨勢者が新たに当選して

　　　　　　　　　　　　　　　　一i7一
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いるが、彼らは窮己の鐵身地から地元の興人候補として擁立される場合、さら

に慧地元にもどって桑庁人蔭し譲知事か部長を経験してから桑庁内候補として

擁立される場合が主流になっていった鰭。このことから、1編§隼代に公選知事

の多くは、地方政界・官界のなかから選考・擁立される奨民の政治代表＝「わ

れらの知事」として定着していったと仮説を立てておく。

　3）繰上げ選挙

　統一地方選挙のなかで実施される難事選挙（羅醤選挙）数は、すでに第3懇

（i懸5年4月）で2iにまで減少し、その後も増撫することはなかった。纒馨llに

実施される知事選挙（中醗選挙）は、圭95§年代になぜ増撫したのか。表2は、

表2　繰上げ選挙の選麹

時　馴 選挙数1公職逡数1汚職樽1責 　　　　　…I政へ転趣戦講的辞任 病気・死亡

欝48～5§隼@　　　　1欝駐～騒　　・　　　　　｝i§誌～58　i

ﾚ一§21ig暮3～6引

i斜　21ﾎ　　　　　　　…　　　　　　　！　　　　　　　…工3　　　　　　15　　i5　i　　i　　　　　　　　I

達
i
i
玉

　　　｝雌　　1　　2　　　｝

Q
　
　
1
　
　
5
　
　
　
｝
i
　
　
l
　
欝
　
　
　
…
3
　
　
1
　
　
　
i
　
　
　
l

茎
i
尋

知事が任期途中で辞任し、繰上げ選挙が実施された際の辞儀理想を講べたもの

である。ここで特異な理蜜は、現職知事（灘）による選挙戦術としての繰上げ

辞任・再建馬（後纒者擁立〉であり、茎§5§隼の千葉、峻皐、欝諺年の宮城、

驚騒年の緩皐、滋賀、鳥取、兵塵、欝55隼i～2月の山梨、愛媛、由彫、霧木、

石摺、静岡、愛知、奈良、熊本、欝邸奪の福島という賀の知事選挙では、髪職

難事（諏〉が端抗勢力の選挙準備を出し鼓くために、あるいは蟹政選挙と知事

選挙が接近するのを圏遷して、嚢振に有利な選挙を実施するため任鯨満了を待

つことなく辞任するという事態が発生した隠。

　たとえば、融本の歴代知事選によってその纒灘約理由を講べると、鳥取渠

　　　　　　　　　　　　　　　　一i8一
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では、欝騒年i月から革新系醜体によって現職の醒尾愛治知事に蝿する婆コー

ル運動が準講されたため、懇鴛西尾知事は三選をめざして繰上げ辞任した。そ

して、鷺事選挙は鴛欝に前知事の西尾、保守系元代議士の中遜政美、社会党が

推薦した農林部長の遠藤茂の三つ巴戦となったが、保守分裂を突いて遠藤が当

選した．購に滋賀県では、欄を半難して辞任し選挙を鞘たことが遡こ

集渓の不評を買い、白鬚党推薦の醸蕊岩吉現職難事は落選し、革新系の花月純

誠が次点とな鯵、民主党新人の森幸太郎が当選した。また兵庫繋でも、鍛騒隼

5月から岸鑓幸雄難事と書籍覚裂知事が知事ポストをめぐって対立し、お互い

に辞職勧告を突きつけあった挙句に、繰上げ難事選挙では、岸醗、吉鱗と社会

党の蔽本職（覆輪毒長）が立躾補し、これも知事と融知事の「内ゲバの畷を縫

って」阪本が当選した。

　この現職知事の途中辞任・再鐵場は、羅民の幾判を反駁してi弱6年の公職選

挙法改祀で禁止となったが襟、なおも欝57奪には福島桑で現職難事諏が後継者

を当選させるために、繰上げ選挙を強行した。繰上げ選挙鴛懇における罷職知

事（派）の成績は8勝9数1こ終わっていて、必ずしも対統勢力を鐡し酸くこと

には成功しなかったし、橿鳥の現職知事滋（斎藤邦吉労醗事務夜宮、嚢蔑党公

認）落選の事轡を最後に、戦衛的繰上げ選挙はなくなった。

　このような繰上げ選挙とその結熟ま、縣の職親轍藤と鰍へのま齢1が

存在するとともに、棄民不在の知事選挙や知事職の私勃化への窺覇が存在した

ことが推灘でき、地方政治家の政争としてだけでは終らなかったことを意秣す

る。このような県民の動緯1は、「われらの知事」を選鐵しょうとする窪治意識

の成長と考えられないだろうか。そして、この現職難事（諏）が数跳した9獲

の選挙では、社会党・賢覧連合躾補が8入、棄民の擬戦の受け羅となって当選

　した。

4）社会党・野党連合知事

表3は、当選者と次点に対する政党の推薦パターンによって難事選挙を分類

　　　　　　　　　　　　　　　一欝一
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蓑3　知事躾補の致：党推薦パターン

政党推薦パターン i§47奪 48～5§ 縫～騒 55～愚8捗9～62 63～総

a　保守鰐社会（共産〉 2暮 7 2亙 25　　　2§ 2尋

も　保守繋探守 2§ 3 8 3　i　7 8

c　嚢甑麹民）交せ野党連合 i 焉
ii　i　G　　i

3

経　臼縫（畏）連合繋共産 2 3　i　欝　i 6

a　保守連合女鐘共産 § 工　i　2 5

墨　無援票 412 4

金　　　　　計 縄 ii 5至

　　i47　　　尋7　　｝

5馨

したものである鑓。これによると、知事選挙の半数は一貫してa型保守対革新

の構緩で闘われている。しかし、欝5§年代の特籔1ま、保守勢力が分裂して自由

表4　野党連合難事

当選隼月 県 氏　　　名 当選繕数 経　　　整

ig蕊．i2 千　葉 柴　懇　　　等 4 濃抹宮藻

欝5i．i 広　島 大　原　博　夫 3 衆議錠議疑

4 毒　梨 天　野　　　久 4 衆議錠議員

達 岡　出 三　木　行　治 逢 摩生富籔

尋 島　根 擾　掻　安　夫 2 大学教授

嘆 愛　媛 久　松　定　武 5 参議錠議員

婆 佐　賀 鑛　島　薩　紹 2 農業羅針役員

i2 轟　蟻 癖　韓　穂嘉治 i 農業懸本役員

i鶉2．欝 宮　城 宮　城　音五編 i 大学教授

亙95さ．2 毒　影 安孫子　藤　憲 5 濃抹官壕

2 石　絹 鐙　谷　究　実 2 桑農鵜中央会長

尋 新　潟 詫　馨　一　男 2 参議錠議員

婆 徳　農 原　　　菊太鶴 3 市　長

欝欝．欝 憲　鐵 吉　覆　　　実 4 察農震中央会長

ig57．8 福　島 猿　藤　蓄一郎 2 祭農濾中央会長

轡認．ii 滋　賀 谷　灘　久治藻 2 薬農雛中央会長

一2§一
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表5　雛会党難事

当選無月1遵癖桑1　氏
　　　I　　　　　　　　i

名 睡圃 経 慶

文
雄
郎
次
三
雄
勝
茂
一
寛
解
康
郎
一
正

敏
虎
五
勝
虎
重
　
　
喜
　
　
　
二
多

中
　
部
本
灘
野
本
藤
絹
中
下
沼
上
綺
膿

欝
躰
醤
杉
鯵
銘
版
遠
心
露
本
大
岩
鵜
千
■

遵
野
島
瞬
擁
馬
庫
取
木
重
分
域
城
濁
手

海
龍
長
徳
橿
京
欝
雲
鳥
霧
三
大
富
茨
福
岩

建
4
4
蓬
蓬
8
2
2
2
藁
羅
§
4
4
塵

　
　
　
　
　
　
エ
　
ま

諏
　
鰍
蹴
臨
　
蹴
騰

3
3
i
2
7
1
2
i
1
5
4
i
4
2
4

厳織緩委蟹長
し

障議院議員

浜護士
1大学教授

1大学教授

陣懸
i霧長
農穂瞭
i
陪務富盛
1農鉢官僚
1衆議貌議員

謄灘較会長
i桑農縫蓬事

駿囎鰹
ミ

惨議購貴

覧（→自民党）推薦の現職知事滋に対観する社会党と保守野党連合の懸人鰻補

が擁立されたe型が、多かったことである1釜礼この型の選挙は、当擁入物本位

の選挙とか、琶代交替をねらった選挙と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6　縫会党・野党連合知事の経鰹
晃られ／難、保守勢力内部の政争と考えら

れてきた。しかし、それは単なる知事の

首のすげ替えではなく、と吟わけ現職や

後継者が数駕した場合は、祭政が闘われ

その転換が難時されていたと考える。

　c型は、欝灘年の千葉から諺年の滋賀

まで27懇にのぼり、そのなかで総人の野

党連合知事が誕生した（表4）。また、

a型で社会党知事が実現したのは、

　　　　　　　　　　　　　　一2i一

経　劉融党、野党齢
労幽釧　目　§弁護到　it§

�ｳ毒口陰農業麟i訓　6
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ig紹年の4倒に超えて、i鋳§年の京都からi懸3年の岩手まで、貸鯛であった

（表5）。これらの社会党・野党連合知事が登場した地域を、馨本地纒に落とし

てみると、重化学工業化が進行しっっある東海道の先進地域と超保守王羅（南

九州、出離、穣歌山、奈良、髭東詫〉の諸県を験籍た濃抹漁業中心の諸奨であ

り、その知事の経歴を講べると、県農協中央会長や農紳官僚が多いことがわか

る（表6〉む鯵旗）年代の葦髭繊条無事・祭政諺と率彗の背景毒こ、農政重鋤半彗・農村振興要

求が存在していたと推定できる。

　5）投票率と競争度

　簿事選挙における投票率は、岡馨選挙のほうが懸濁選挙より高い、人日集中

竺薬毒化するにつれて下がる、競争痩（当選者と次点の旛対得票率差）が大き

い（薫圧勝・独走・無風〉選挙になると低いことが確認されている。そして、

表7　難事選挙の投票率
〔％〉

時　　簸

露髄一騎隼

i弱§一灘

鯵5§一62

ig§3－66

統一選挙i中鵜選挙
　　　　｝

82．§

7嘆．9

鰺．3

7尋．6

76．2

68．3

63．5

襲．5

政党委窪薦ノぐタ
，選挙数

ξ
1　？9．i　　　8（｝．逢　　　86，5

紘3了a7i了購
ll驚2　7“…＿
ii6敦i職海4

4簾 w5墨
斑．7、臆i143
　　i　　　　i
7魂ユi縫8i藤
鰯i翫51嬉

＊無援票鍵韓は線疑た

蓑8　難事選挙の競争度（次点得票／当選考・得票〉
〔％〉

時　　簸 鑓挙嘩鱗
…1　政党推薦パターン　　l
@　a…§　。；d　e！羃数　　　　1

ig溌一騎年

鰍X55－58

奄№T9－62

奄№U3－6§

　　　i

T乳21齢
S5．7　15鑑8

宦D暮　　　52．3

5翻5L81…5鯛驚獅31鍛2障3陣
@　　　　　　　1幽ll㌘往㍉灘2隠　　　　　　　　側副g㌶継lli4§

単無投票欝件は除いた
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鱒灘年代の矯事選挙（甥刀1菱洋）

競争度は猴補考への政党推薦パターンに綬定され、競争度が大きくなる原遜1ま、

社会党が選挙不参癩か保守との連携で対癒することによるものであることが縷

譲れてい野．i鰯戦の矢藤選挙の特徴を、統一礁翻ll・政難薦パ

ターン馨彗に投票率と競争度の関係から護べたのが、表7と8である｛！％

　これによると、中開選挙はやはり統…選挙に比べて投票率がかなり低いこと、

これに対し、競争慶は繰上げ選挙が続出して中開選挙が遍半を占めるようにな

ったi鰯鋤坊62年にかけて、むしろ輔選挙のほうが統一選挙より融’こと

がわかる。そして、政党推薦パターン鷲では、投票率・競争度ともにC型の与

野鯛灘撮語いこと講糊する．つまり、与党磯聯弾（漁の繰上げ

選挙に対航して野党連合の新人が換戦した。型選挙では、その多くが激戦とな

り、集票システムがフル稼動し、また有権者の髄心を高めて投票率を上昇さぜ

たと予想される．かつて、i鰯戦機一地方選挙にあたって」アル舛ム

の形でその動陶を分組した星野光男は、欝欝年代の地方選挙における異常な投

票率の高さの原獲を、往戻の政治意識の懸さに求め、保守系ボス支配や地縁・

姦縁の共疑体的拘束によって非自発的投票行動が一般的であると指擁していた。

そして、それがようやくi鰯敏なると、地方選挙敏党イ窪よって・轟地

域と広域選挙から変化槻えはじめ、政党敬策選択畷勲こ納つつあると

述べていた瞼。それでは、主にig涙～駆奪に続発した与野党薄決型の難事選挙

における投票率の高さの原露は、欝に求めうるのか。繋政幾麟蝿噺選挙では、

政党や農協・労縄の纏織投票とともに、政策・政治手法を争点とした授票の要

素も趨わったのではないか。

　6〉現職の安富へ

　以上で述べてきた鯵憩無代の特徴は、欝鑓～63葺ヨにすべて逆転し、保守系幾

織候補の圧勝・独走体舗が成立していった。この4年購こ48の短事選挙が実施

されたが、まず第iに現職再選は37に達し、二選が然、三選が6、臨選が8、

五選が2におよんだ。地方現職の落選は千葉の柴田等1人であった。難事の経

　　　　　　　　　　　　　　　一23一



行致社会譲葉　第磐誉　第3畢

歴を講べると、激治家鰺人、農協3人、学者2人、財界2人に対して、官僚鐵

身が28入に達し、そのうち桑庁内の講知事・部長経験者が雄大をしめた。第2

に、表4、7、8によれば、申罷選挙の授票率、全体の幾争度が績下した。そ

の蓬由は、＆型と蔭型の保革対決選挙と分裂選挙が競争度を上げているのに対

し、C型がなくなむ、それが6型の無暴選挙になったことに求められる。第3

に、政党推薦パターンを調べると、自民党公認露、露民党薙薦の無謀麟9、保

守系無所属i、に対して、社会党推薦は4人1ことどまって、知事の自民党入党・

公認・推薦の鱗韓が顕著となった。また、｝§灘隼代の疑会党・野覚連合知事の

多くは、再選の段隊や後継者と交替する鰹1こ、§蔑・社会の根乗青り候補となっ

て保守与党髭するか、社会党から離れて嚢民党公認となった。第戯こ、この4

年鷺に保守分裂選挙はi逢にのぼるが、野党連合が結成されたのは愛媛の平田緩

一郎、宮城の西宮弘、和歌山の平越孝一の3鋼にとどまり、しかもすべて嚢民

党の現職1こ捷戦して敬愛した。そして、自蔑遷職の安定の給桑、！弱3年の難事

選挙の準備過程では、かえって保守分裂が多くみられ、千葉、滋賀、熊本、愛

媛、静岡、奈良、山梨、石鱗、秘歌山、神奈燐の各県でこれが起きた。これは、

自浅見の知事候補公認麟の積極適零方蚤、現職の多選恋病、新人後穂の公認要

求の激化を背景とするもので、「保守太平ムードの中から生じたコップの中の

嶽にすぎない………内紛が購暴政1こ無難のまさつと混酸を呈している」繍と評

され、保守分裂が野党連合に発展し、また県政争点と鷺連をもった時代の終焉

を愚昧していたと思われる。第5に、無投票4、欝蔑党対共産党i、自民・社

会連合対共産7、酵民・擾会連合鰐保守の…蕩2という購麟で保守系現職が緩

勝・独走する選挙が増撫した。これに馨して社会党は、23の薬道疇渠で独きの

公認・推薦候補を立て、当選した恵薬、大分、擁霧、岩手に給えて、新潟、静

岡、大薮では善戦した。しかし、残りの薦察では、見送り懇、保守との相乗り

鯵という丈競1であった。ig総年代窃難の、このような中央直結の自民党難事の

安定の時代慧、地方政界のどのような構造変｛雛こよって到来したのだろうか。
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茎藻馨至三代の知事選挙（1窮月後添ラ

鱗　透藤操「改甑選挙法と縫方選挙．i罫都市欝題ま第騒逢第i弓・欝§3奪正月

繕　裟藤竣一r載後統一地方選挙鐙諸餐鍵墾中災大学罫浅学新幸灘第鎗i巻第轟’

　暮号、欝9暮葬一、5i暮ページ

（3｝邊敏解繊維の難事楽選者捻、薬療章全機（受難、玉鱒茎）・燐誘秘嘉治（羅難・

　舞溌）、癒霧讐次藻（長鋳、欝縫）．／蚕1串長茂（塞麟、欝騒）。鰻補落選蓄慧・羅

　　　　　　　　　下　一吉罐継、身、影戯元治灘（大薮）、、1二塚講（熊本）。い

　ず擬も欝謎隼4舞選■挙に立綟織・

譲　　　　　　　　　　　　　チ”　醗（蕪鶏、雄蕊＼谷ξ二1久次鶴（滋賀、舞慈帆

　鰹村金五（、1ヒ海送、瞬き獄の4㌔

｛51元宮選難蓼の饗職が被会党・野党連合の新入に数れた事憂事ま・欝5露iの1主1梨・

　講毒、愛媛、麹灘、纂難，，欝鱗奪の兵籔、玉怒藤三の象形・苔類・大分。欝欝奪

　の茨城。

麟　小藪穂繕「第一灘難事公選と港蕎雀一…（聡治大学ぎ致経論叢謹第総拳第2・3

　弩、室鯵蟹舞が、こ蕊らの特徴を響1らかにしている。また・この譲文1ま・官選

　纏縫験麺纏繋廊論勢魏として、致党や墜などが証齢やすいこ
　とをあげ、さらに鍛野糞の認課長綾勇支持が難事選挙を左右した、窟1選箋i事の

　饗選を薄紅款、播う鱗認・撫寵し怨・観騨灘の選考・雛鑓

　程についての実証暴甕がまたれる。

17継桝は、懸二鼠鞍匿官選鶏懲舷務館雄鐵と安井誠一良類鯨案蕎

　の幹部、奪還難事、摩生次窟を歴任）鐙2人。

像　蕎褻貞夫一欝憩隼綬の公選難事の政治鈴鏡境一i蓄東京爵船大学醗甕鞍鑑（入文

　科学）蘆簾駐饗｝、鈴蟹！駕捻舞、による。

1襲　　　　　　　　　　　　　台，1講義屡珪1蔽、至98暑蘇三・綴ぺ｝ジ

灘暖海藤織後熊轍1藍綬鮮本譜総、i織奪三・7溶一ジ
離　欝鎗年歳に簡餐羅志舞の詫憲選難事で新たに無選した都講よ桑濠幹雛ご愛知）・

　甥璽雄麟萄、韓縷一（鰍◎醗緬践・るが、いずれ識後難麹罐
　歩を箋いてお垂り、純粋の輸入緩補ではなくなっていた。

1撫鍵載獅脚典麗、この難聴謹墓選挙鋤・1すひきで糖ているわ
　け＿＿＿↓獲手縫の織機煮の肇騰が整わない羨に蓉蓄llな戦いをしょうとしてやつ

　ている一i桑戻憂）ための政鍛でなく、蚤選のための選挙となってお13不公達であ

　ると華箋準llしている轟

鷺宮購1綴織選挙濃の一蓬幾1孜つい怨羅擁欝§碑婿・無職知事幡

器



行政社会譲葉　第慧巻　第3号

　よび薦長〉は、任期中は誠実に行敬を執行すべきである銭こ、その責症を欝ら

　の意態によって放棄し、次難選挙の難謎を繰む上げることによって、鱒立儀補

　の準備不定を獲い、自己の当選を有蒋にして、再びその職に就こうとすること

　は好ましくなぴという趣醤で、欝総隼3月欝嚢、公職選挙法の87条の2（知事・

　事長を退職したf者の立養癸蕪灘鄭嚢）として改i猛された。

1緯　このような文意立する繧i補畢こ女ミ幸する政党推薦パターンではなく、　当選した知事

　を支援政党パターンで分類したものに、石上泰州「知事選挙の構醒」ゼ銘陸法学壽

　第6誉第竣号、懲99年、がある。

（欝　緯書英勇「地方選挙を機観する」ゼ選挙雲欝謎隼5鴛

懸　薦島鶴来罫敢治参簾壽東京大学墨叛会、欝88奪、藩§～欝7ページ

麟　蒲島の醗究では、当選考と次点の糧嚢諸得票率差を競争度としているが、それ

　では数魑が小さいほど競争が鐵しい状態を表わすことになり、高いという語感

　を数殖が表現しにくいように思う。それで、ここでは次点の当選者に端する得

　票数の雛率を競争度とした。したがって、競争度が傷いほど数纏絃欝撰こ接透し、

　選挙が大接戦であることを示す。

麟　星野光男「今騒の地方選挙にみる投票と政治意識」ゼ都毒翼題ま欝漫筆7弩、

　属「第嚢彗霧統一地方選挙をめぐる諸問還錘」ぎ都撫養難題馨養鶏警隼8月

麟　蓉島芳二「地方選挙の憲義と特質」摩擦講問題塞i弱3隼i月

ラ完未（
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